
 

新型コロナウイルス感染症に係る第 35 回三原市感染症対策本部会議 

 
１　開　会 
 
２　報　告 

（１）本市の感染状況・ワクチン接種率の状況 
 
 
（２）マスクの着用に係る国・県の方針について 

 
 
３　議　事 

（１）「マスク着用」に係る本市の方針（案）について 
　　　ア　市民への周知について 
 

イ　市職員のマスクの着用について 
 

（２）感染症対策に係る今後の動向及び市民への周知について 
 
 
 
４　その他 
　 
 
　　 
５　閉　会

令 和 ５ 年 ３ 月 ９ 日 

三原市感染症対策本部



マスク着用の考え方の見直しについて現在の考え方 見直し後（R5.2.10政府対策本部決定） 法的位置付け変更後

屋内：原則着用

屋外：原則着用不要

個人の主体的な選択を尊重し、着
用は各個人の判断に委ねることを
基本
マスクの着用が効果的な場面等を
周知

・特措法に基づく協力要請等は
終了

・基本的対処方針は廃止

学

校

距離が十分確保
出来ない場合等は
マスクを着用

事
業
者

・感染対策又は業務上の理由等
により、利用者又は従業員に
マスクの着用を求められる

R4.5.23～ 新型コロナは５類感染症へ移行

個人及び事業者は
自主的な感染対策に取組む

マスクの着用の考え方
R5.2.10政府対策本部決定

基本的対処方針に基づく基本的な感染対策を励行

卒業式は、児童生徒
等がマスクを着用し
ないことを基本

※5/8以降はガイドラインが廃止となる
ため、国は自主的な感染対策について
必要となる情報提供を行うなど事業者
等の取組を支援
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マスクの着用を求めな
いことを基本

「業種別ガイド
ライン」を見直
し、周知

「業種別ガイドライン」遵守 ※ガイドライン見直し

国における「マスクの着用」の見直しについて

４･
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令和５年３月１３日から
これまで屋外では原則不要、屋内では原則着用としていましたが

新型コロナウイルス感染症対策

マスク着用は個人の判断が基本となります

※事業者の判断でマスク着用を求められる場合や従業員がマスクを着用している場合があります

基礎疾患を有する方高齢者 妊婦

作成：令和５年２月１０日

マスク着用が効果的です

ご自身を感染から守るために

重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時

ただし、以下のような場合には注意しましょう

本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、
個人の主体的な判断が尊重されるよう、ご配慮をお願いします

慢性肝臓病
がん
心血管疾患 など

マスクを着用しましょう

周囲の方に、感染を広げないために

受診時や医療機関・
高齢者施設などを訪問する時

通勤ラッシュ時など混雑した
電車・バスに乗車する時






